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著者について  

マレック・カミンスキー　1964年 3月24日ポーランド、グダニスク生まれ。極地冒険家、イノベーター、哲学者。1995年5月23日に北極、そして同年12月27日に南極に、外部からの援助なしで、一年以内に初めて到達した人物である。年内無補給両極点到達者としての記録はギネスにも登録されている。一見すれば実現不可能な目標達成のために、自らの冒険経験を生かし続けている。近年では、ロボットや人工知能に関連したプロジェクトにも携わり、世界各地の大学で講演会、コンファレンスを行っている。

マレック・カミンスキーの主な活動

マレック・カミンスキー財団（Marek Kamiński Foundation）

 1996年設立。財団の主なミッションは、青少年の自己啓発支援であり、「持続可能な環境でのより良い生活」をビジョンとして掲げている。「Power4Change」という10段階の動機付けメソッドを用いり、目標設定・達成のためのツールとして、自らの人生を変えたいと願っている青少年をサポートしている。

マレック・カミンスキー研究所（Marek Kamiński Institute）

 研究所の使命は、人工知能とその継続的な開発に対する意識のグローバル化を図り、人類が秘めた可能性への信頼を促進することである。

INVENA株式会社(INVENA S.A.)

カミンスキー創業の商社。住宅設備取付において顧客の期待に応えられるような新しいトレンドを追及している。

 さらに、カミンスキーが現在、取り組んでいる「Power4Change 2020」プロジェクトは、NOAという名のヒューマノイドロボットと共に世界一周をする史上初の試みであり、地球環境に人間が与える影響に関する教育を行うことを目的としている。プロジェクトを通して、ヒューマノイドロボットNOAの「旅のお供」としての実用性の研究も行われる。

マレック・カミスキーについて、詳しくはwww.marekkaminski.comをご覧ください。


 訳者プロフィール 

 鈴木　雪 

 1986年生まれ。ポーランド日本情報工科大学卒業後、日本語講師、ポーランド国内で撮影が行われた映画やCMの現場通訳として役者インタビューやスタッフ間の通訳を担当する。アニメーション、ゲームのシナリオや字幕、Webサイトの翻訳等にも取り組んでいる。幼少期から日本、ポーランドの両国を行き来しており、文化、生活習慣の違いを理解した上でのバイリンガルの経験を生かして通訳や翻訳の仕事に携わっている。


まえがき

 人生を生きていく中で、どのようにして自分の「極点」を探し、夢見るのを恐れずに、そこまでの行き方を見つけるのか。

 よくそのことについて思いを巡らせてきた。私が地球の最北端と最南端に到達するまでに得た経験が、誰かの目的達成に役立ったり、「極点」を定める手助けになったり、人生を変えてしまうほどの力を持つ場合があるのだろうか。

 ポーランドの一般家庭で生まれ育った平凡な少年であった私が、どのようにして地球の果てまで辿り着いたのか。これについて私自身、不思議に思うことがある。

 これらの問いに対する答えの多くが、今、地図上の具体的な目的地を持った旅の中にではなく、自分自身の経験を掘り下げていくその過程の中に見つかった。過程は他者と自分の経験を分かち合うというものだった。人生は、どこか遠くにある「両極点到達」のみならず、今この瞬間を生きることであり、自分のうちに、そして他者との関係のうちに調和を見出だすこと、そして自分に正直に生きることだろう。道が険しくとも、たとえ、それが自分自身、もしくは周りの世界にあたえられた制約に打ち勝つことだったとしても、そうすべきであると思う。

 人生という旅路で特に大事なのは、表面に見える事象の奥の方までしっかり見据え、世間で当たり前とされている事実や枠組みの裏に何が隠されているのかを知るということ。しばしば、それらの枠組みは、私たちの「真理」からはほど遠く、迷信だったりする場合すらある。時には、そういった枠組みに対抗するのが正しい道であるという場合があるのだ。

 人生において、変化することはリスクを伴い、困難を乗り越える時には、問題にぶつかる。しかし、よりリスクを負うのは、自分の本当にしたいことと向き合わない場合ではないだろうか。

 本書では、自分自身の「極点」を発見する旅へと読者を連れていきたいと思う。本書があなた自身の「極点」を設定する上で少しでもヒントになれたら幸いである。

始めるのに遅すぎるということはない。

本書があなたにとって最高の旅になることを祈っている。

マレック・カミンスキー
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誰かのお手本になるということ

他の誰かになるために生まれてくる人間などいない。

 私は誰かのお手本になろうと考えているか。いや、私は決して誰にも他者の人生を真似ることを勧めない。確かに、理想とする人物の存在は、私たちを高みへと導いてくれるかもしれないが、誰かの人生を、自分の人生として生きることはナンセンスだろう。過去、私にも理想とする人物たちがいた。エドモンド・ヒラリー1やロアール・アムンセン2は、私にとって追い求めていた理想像であり、目指していた姿そのものだった。視点が変わった今では、彼らの偉大さや弱みを自分自身のそれと比べることはしない。彼らの功績をある種の道しるべにはできる。彼らの人生を知り学ぶことにも、もちろん意義はある。しかし、それは彼らの人生を真似て、彼らのようになるというのとは違う。

 すでに歴史上の人物である彼らは、時には偉大であり、そして時には無名である。無論、どちらにしても同じぐらい影響を受けることはあるだろう。彼らの存在が完璧に見え、多くを成し遂げたように思えても、それはあくまで彼らが成し遂げた功績でしかない。進むべき道はそこにはない。他の誰かになるために生まれてくる人間などいない。大事なのは己として生きることであり、その過程で他の誰かの経験を参考にすることである。自分の道を発見するために、他者が成し遂げたことに目を向ける。それは、必ずしも山頂への到達や、本の出版に結びつくとは限らない。それによってできるのは、人生の中に、新しい「価値」を見出だすということ。それで十分ではないか。過去に理想として目を向けてきた人物のうちに、今では彼らの弱さも見える。マレック・フワスコ（Marek Hłasko)3や、ヘミングウェイの酒癖の悪さなどはその一例にすぎない。創作活動と刺激物は切っても切れない関係にあるのかもしれない。彼らの場合、酒が文筆活動の原動力になっていた可能性はある。しかし、そうでなければいけない理由はないし、創作活動と刺激物の関係は普遍的な真理ではないはずだ。したがって、目指すべきところは、そこではないのだ。ロアール・アムンセン、ロバート・スコット、フリチョフ・ナンセン4といった、過去の偉大な極地冒険家たちの人生を振り返ってみよう。そこには、称賛すべき冒険歴のみならず、彼らが心底極地というものに魅せられ、到達不可能な場所を目指していた野心が見受けられる。その地には、当時なら、彼らの銅像やまだ誰も上がっていない演壇が、すでに用意されているようなものだった。その演壇を目指すことが彼らの人生の一部ならおかしくはないが、一番になりたいという強欲な野心が、彼らの私生活そのものだった。単純に、彼らの人生に私生活などなかっただろう。そして、彼らに家族がある場合、妻たちは未亡人に、子どもたちは孤児になることも稀ではなかった。スコットは南極に行く途中で亡くなり、シャクルトンは南極大陸一周を目的とした冒険の最中に死に至った。ナンセンは、全ての冒険から無事生還した後に、人道支援活動に精を出した。アムンセンの人生は少し変わっている。彼は自分のライバルであった人に、救援物資を届けに行っている最中に亡くなっており、今日までに彼の遺体は見つかっていない。

 彼が、生前暮らしていたという家を、訪れたことがある。二十世紀初期に建てられた家であったが、機能性が重視されていて素晴らしかった。例えば、驚いたことの一つとしては独り暮らしの男性だった彼が、洗面所にビデを設置していたことだ。アムンセンが機能性を重視していたのは言うまでもないだろう。イヌイットの女の子を二人、養子にとり、一緒に暮らしていた。しばらくして、彼女たちを「利用している」という根拠のない疑いをかけられたため、それ以上一緒に暮らすことはできなくなった。彼は孤独に生きていたわけだが、人生にはある種の広がりが含まれており、やはり、他の誰かとの親密さは、人を人たらしめている重要な要素ではないか。実際に極地を旅した偉人冒険家の多くが孤独であり、アムンセンも例外ではなかった。

 ナンセンは、オスローの当時住んでいた家に塔を造り、そこを仕事場にした。当時、すでに電話機は存在していたが、ナンセンの塔からの通話は一方通行だった。誰も、その家の他の住人さえもナンセンに電話をすることは許されず、彼だけが外に発信することができた。それは多くを物語っている細部である。極地への冒険とひきかえに、私生活を手離なさなければならなかったのだと思う。そうであったと断言することはしたくない。何かにつけて判断を下すのは容易く、理解する方が難しいからだ。

 以前に、イタリアの記者であるティツィアーノ・テルツァーニ（Tiziano Terzani)の著書『ジ・エンド・イズ・マイ・ビギニング(The End Is My Biginning)』に関して話し合う機会があった。話し相手の女性はその本を読み終えて、ポーランドの冒険家リシャルト・カプシチンスキー（Ryszard Kapuściński)5の存在が、彼に比べてどれだけ小さいか理解できたと語った。

 彼女によれば、テルツァーニの本は書き方が等身大で、拡大解釈や意味の取り違えといったことはしていなかったという。個人的には、カプシチンスキーに関して、賛否両論である。彼の本の一部はまだ幼かった頃に読んで、大変感銘を受けた。自身で旅を頻繁にするようになってから、その印象は変わった。今でもなお、感銘を受け続けているという風に言い切ることはできない。カプシチンスキーの著書にあった「北の地に着いた時、吸い込んだ空気が肺の中で凍った」という一文を覚えている。このいくらか大げさな表現は、文学的な措置であったというのは理解できる。アルトゥール・ドモスワフスキー(Artur Domosławski)によるカプシチンスキーの半生が描かれた物議を醸した著書をめぐる騒動6は、私にとっては大ごとではなかった。だが、話し相手がそのような見解を述べた時、そういった判断を下すのはあまりにも容易く「フェアな観点からなされていない」というのに気がついた。ドモスワフスキーが書いたカプシチンスキーの半生に関する書籍は出版されているが、テルツアーニに関しては、これに似たような本は出版されていない。私たちが、手に取ることができるのはテルツアーニ自身が書いた冒険記のみだ。もちろん彼の著書は素晴らしく、読みやすいのは確かだが、彼の旅路を同じように歩き、彼が出会った人々に、同じように顔を合わせたという人間はいない。もしも、テルツアーニの旅を客観視した本が出版されていたら、彼が現実とはかけ離れたことを書いているのを知る羽目になったかもしれない。人を容易く判断したり、あれこれ詮索したりするのは得策とは言えないだろう。詮索を始めたらきりがなく、アルトゥール・ドモスワフスキーでさえ、自分の道徳心に基づいてカプシチンスキーのことを言及できているとは限らない。人の生き方は複雑さをはらんでおり、あからさまに卑劣な行為や凶悪な犯罪を抜きにして、容易く偏見を持ってはならないと思う。

 あるいは、年齢層によっても、判断の仕方は変わってくる。二十歳の頃、もし家庭を築いていない冒険家がいたら、きっと冒険や全世界への探求心、人類の救済に人生を捧げたからだろうと思っていた。いま考えているのは、家庭を持たない人生には、何か失うものがあるカプシチンスキーのではないかということ。世界中に存在する、ありとあらゆる山に登頂することでさえ、そこに目的がなければ意味がない。もしかしたら、さまざまな冒険の過程で、愛する人に巡り合うこともあるかもしれない。しかし、可能性としては普通に家庭を築こうとした場合よりも、ずっと低いだろう。正直に打ち明けるが、私は大学生の頃、人は酒の力で、現実の深みに触れることができ、それを堪能できるーその結果、違った世界が開けると思っていた。今では酒に限らず、全ての依存性のある刺激物はリスクを伴うのが分かる。テルツアーニはベトナムにいた当時、毎日のようにアヘンを吸っていたという。アヘンに依存することはなかったらしいが、ギャンブルに明け暮れていたらしい。なので、彼の人生でさえ考えさせられる節がある。その一方、人生において、あらゆる脅威と向かい合い、それらを乗り越えていくことも重要であると思う。間違ったステップを一歩も踏まないような歩き方は、想像しがたい。もしかしたら模範的で理想的な人生というものは、存在しない可能性がある。成功と失敗を切り離して考えることなどできないように。

 身につけた知恵と経験がある今だから言えるのは、尊敬している人物と、完全に同じにはなりたくないということ。最初のうちは彼らの存在は追い求めるべき理想的な姿に見えるかもしれない。それは山頂を目指す時に、視界に入る山々にインスピレーションを受けることがあるのと同じである。しかし近づいてみると、ふいに、心底目指したいと願う自分にとっての「山頂」の存在に気づく。ルートの初めの方で見える山は、出発する意欲を掻き立ててくれるから貴重である。しかし、目の前にそびえたつ数々の山頂を、自ら開拓していかなくてはならないと思う。

 もしも、歴史上の著名人なら、誰にでもなれるチャンスがあるとしたら、なりたいと思うだろうか。答えはノーだろう。たとえ、それが素晴らしく、完璧に近いような人物であったとしても、答えは同じである。すでに成し遂げられ、書籍化され、生き抜かれた経験や道を繰り返し通ることに何の意味があるだろうか。知恵は役立つが、一番大事なことには己で取り組まなければならない。まず自分に問いかけてみよう。歴史上の人物でなりたいと思う人物はいるか。そして、場合によっては、それほど華々しくはならないかもしれない自分の未知の人生と、アレクサンドロス三世ほどスケールの大きい、すでに生き抜かれた他人の人生を交換できるチャンスがあったら、そうすることを選ぶだろうか。ところで、そういった偉大な人物にこのチャンスがあった場合、彼らは一体どうするだろう。もしかしたら再度自分の人生を生きるという選択はしないかもしれない。

 誰もが、自身に問いかけるべき質問がある。自分らしく生きたいか。だとしたら、自分は自由であるのを認めるのは大事だが、それと同時に発生する不都合も同じように受け入れなくてはならない。自由であるということ。いろいろ考えを巡らせても、そこは過去の素晴らしかった、しかし他人のものだった人生に優っているはずだ。自由なおかげで、新しく生まれ変わることができる。すでに結末が知れている人生を生きるよりも、ずっと魅力的なはずだ。私たちは、持ち合わせている自由とそこに秘められた可能性の凄まじさをあまり自覚していない。もちろん、ただ思いを巡らせただけで、それが手に入るというのではない。もしも思い描いているビジョンがあるなら、それに取りかかることはいつでもできる。そこにある制約は、決して幻想ではないかもしれないが、乗り越えることができる一時的なものである。幼少期の私が理想としていた人物たちには、一つ共通点がある。彼らは新しい「価値」を世に送り出していった。決して、誰かの真似をするのではなく、彼らにあった自由という賜物の力を行使し、新しい道を切り開いていったのである。彼らが理想的な存在になった理由はそこにあった。視界にそびえたつ山となった彼らは、遠くからも見える存在になったのだ。

 次の文のうち、あなたに当てはまるのはどれですか。

 ① 自分の人生において他人の人生を繰り返すことには意味がない。

 ② 自分の人生において新しい「価値」を定めることが大事だ。

 ③ 理想的で模範的な人生など、存在しないかもしれない。

 ④ 誰でも持ち合わせていて、どんな時でもリードしてくれる自由の凄さを心の底から

 　　　　自覚していない。
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1 エドモンド・ヒラリー（1919-2008) ニュージーランド出身の冒険家、登山家

2 ロアール・アムンセン（1872-1928)ノルウェーの極地探検家

3 マレック・フワスコ（1934-1969)ポーランド人作家、映画脚本家

4 フリチョフ・ナンセン（1861-1930) スウェーデン統治下のノルウェー出身科学者、北極圏探検家

5 リシャルト・カプシチンスキー（1932-2007）ポーランド人ジャーナリスト、作家、冒険家

6 ポーランドで出版された『Kapuściński non-fiction』をめぐる騒動（2010)
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